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「医療職育成課程における多言語演習～医療通訳を使うためのユーザートレーニング」
　近年、外国人を見かける機会が増えてきた。訪日外国人
観光客は年間 3000 万人を越え、在住外国人は 362 万人







































































































3　 VoiceTra　 http://voicetra.nict.go.jp/index.html 国立研究開発法人情報通信研究機構（NICT）の “ 音声認識・翻訳・音声合成 ” 
技術を S 活用した音声翻訳アプリ。31 言語に対応している。救急隊用の「救急 VoiceTra」は全国の消防本部に提供が開
始されている。
人患者が、通訳を通して饒舌に話し始め、学生は外国人患
者からの情報量が格段に増えることに気づくことにより、
医療通訳者の重要性が実感できる。
（７）医療通訳を使うためのトレーニング
　ここから、医療通訳を「使うため」のトレーニングを試
みる。医療通訳が本当に必要な場面はどこであるか、どの
ような言葉が正しく伝わるか、日本語が母語ではない医療
通訳者への配慮だけでなく、医療通訳者の役割や行動規範
についても説明する。まずは、それぞれの立ち位置の意味
を理解し、外国人患者や患者家族ときちんとアイコンタク
トをとること、多少説明に時間がかかることを知るととも
に、外国人患者の前で話されたことは、医療通訳者はもら
さずすべてを訳すということなどを実演まじえて説明する。
このトレーニングは、医療職だけでなく、司法や行政、教
育といったコミュニティ通訳を使うすべての専門職に共通
するものであり、応用可能である。
（８）模擬患者からの講評
　最後に医療通訳を通して模擬患者に母語で自分の体験談
を語ってもらう。通訳を通すことで、今まで知ることのな
かった外国人患者の心細かった体験やつらかった気持ち、
患者側の視点などを直接外国人患者から聞く機会が持てる。
また、外国人患者が日本の医療職に求める資質ややさしい
日本語演習における感想なども、学生達に伝え、自分たち
を将来的に支援してくれる医療者の育成に寄与する。
　
（９）終わりに
　医療通訳ユーザートレーニングの前に、様々な外国人患
者に関する背景ややさしい日本語の技法、多言語ツールの
利用などを学ぶのは、医療通訳の役割は従来の外国人医療
の一部でしかあり得ないということを学ぶためである。医
療者自らが、外国人患者を特別視するのではなく、適切で
合理的な配慮の下で、他の日本人患者と同様に接していけ
る社会には、当たり前の社会資源としての「医療通訳」が
存在することを理解してもらいたい。また、このトレーニ
ングはコミュニケーションの調整役である医療通訳者自ら
が行うことが望ましい。
質問の一部（産科）
　１：お母さんの名前
　３：予定日
　４：何人目のこどもですか？
　６：宗教上、食べられないものはありますか？
　７：血圧を測ります。
　９：おなかは張りますか？
１０： 帝王切開を希望しますか？無痛分娩を希望します
か？
１１： 出産について、何か不安なことはありますか？
表 1
